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§１. 研究実施の概要 
 

（１） 実施概要 

 

近年，音声情報処理技術の発展に伴い，スマートフォンなどを用いて音声対話システムを誰も

が簡単に利用可能になりつつある。一方で，音声対話の内容（コンテンツ）は主に技術者あるいは

それに近い人達によって作られ，画一的になっているものが多い。本プロジェクトの目的は，最新

の音声技術を基盤として，ユーザーの創意工夫で魅力的な音声対話システムを作成・利用できる

環境を用意することで，「ユーザー生成型コンテンツ」として音声対話システムの多様な応用・展開

を広く促し，もって次世代の音声情報処理技術基盤を確立することにある。本プロジェクトの期間

中，基盤技術・基盤ソフトウェアの高度化に取り組むと同時に，音声対話コンテンツ共有サービス

の開発，音声対話コンテンツ生成環境の拡充に取り組み，さらに公共空間における実証実験およ

び音声対話システム構築に関する講習会などを実施した： 

 

１) 基盤技術の高度化（主に徳田グループ） 

より魅力的な音声対話システムを構築するためには音声基盤技術や基盤ソフトウェアの高

度化が必要である。本プロジェクトの期間中に，コンテキストの加算構造を考慮した HMM 音

声合成や，ディープニューラルネットワークに基づく音声合成の品質改善，リカレントニューラ

ルネットワーク型言語モデルの高精度化による音声認識性能の改善をはじめとした各種音声

言語情報処理の基礎研究を実施した。また，音声インタラクションシステム構築ツールキット

MMDAgentをはじめとした関連ソフトウェア（HMM音声合成ツールキットHTS，音声認識エ

ンジン Julius，HMM音声合成エンジン hts_engine API，日本語音声合成システム Open 

JTalk，歌声合成システム Sinsy，音声信号処理ツールキット SPTK 等）を継続的に改良し，

新バージョンを公開し続けた。さらに， MMDAgentのマルチプラットフォーム化などを実施し

た。 

 

２) コンテンツ生成のための仕組み作り（主に山本グループ） 

ユーザー生成型の音声対話コンテンツを実現するためには，ユーザーがネットワークを介し

て，手軽に音声対話コンテンツを作成できることが重要である。タブレット端末による音声とタッ

チインターフェースで手軽に音声対話コンテンツを作成できるシステムの開発，クラウドソーシ

ングによる複数ユーザーの対話シナリオ作成分担の仕組みの試作，エージェント間のメッセ

ージ送受信を可能とする Bluetooth と NFC を用いた P2P通信機構を持つエージェントフレ

ームワークの開発をはじめとする各種研究開発を実施した。また，音声対話コンテンツをユー

ザー間で共有可能にするサービスMMDAgent SHAREを立ち上げた。この他，利用頻度の

高い対話や実用性を考慮した対話などの基本的な音声対話コンテンツをまとめた基本音声

対話ライブラリの構築，MMDAgent で動作可能なライセンスフリー3D モデルの作成，モジュ

ール型音声対話システムの構築などに取り組んだ。 

 

３) 実証実験に基づくコンテンツの分析と評価（主にレナルズ・山岸グループ） 

言語に依存しない知見を得るためには，日本語のみならず他の言語による実証実験を並

行して進める必要がある。英語の対話に適した音声コーパスの構築，英語による音声対話シ

ステムの開発，ヨーロッパ圏で受け入れられやすいリアリスティックな３D エージェントの作成，

ユーザーの発話内容に応じて応答内容を自動作成するクエリシステムの開発などを実施した。

また，コンテンツの魅力を解明するために，名古屋工業大学正門前，半田市観光協会などに

提案システムを設置・運用する等の社会実装を推進し，実際に一般ユーザー自身が音声対

話コンテンツを作成し運用する環境を実現した。 

 

これらの活動を通じて，実証実験の場だけでなく，インターネット上でも公開されたソフトウェアツ

ール群を用いた実に多様にコンテンツが生成されていることが確認された。更に，これらの成果を
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踏まえて最終年度には，音声対話コンテンツの集積・分析を行うための音声対話コンテンツサーバ

ー「MMDAgent SHARE」を10月1日に公開し，ユーザーの意見収集やユーザー間の情報共有

のためにMMDAgentユーザーミーティング「MMDAgent DAY!」を同じく 10月 1日に開催した。 

プロジェクトの最終成果すべてをまとめ，プロジェクト後につなげるため，ソフトウェア群やリファレ

ンス・マニュアルだけでなく，コンテンツ制作支援ツール，講習会用のスライド，MOOC/OCW 用の

動画，魅力ある音声対話システムがユーザー生成により生み出されていくための「設計指針」など

を併せ，統合的にまとめたオールイン・パッケージとして「エンサイクロペディア MMDAgent」を公

開した。 

 

（２） 顕著な成果 

 

＜優れた基礎研究としての成果＞ 

1. 【音声関連分野にインパクトを与えた基盤技術】 

本プロジェクトでは音声対話システムの基盤技術として音声情報処理技術の研究を進めており，

特に徳田らによって提案された「統計的パラメトリック音声合成方式」に関する研究が大きな成果を

上げている。本方式は，合成音声における感情や話者性などの多様性を容易に実現できる等の

優位性から，次世代の音声合成技術として国際的にも認知され，国内外の重要な賞を複数受賞

するなど高い評価を受けている。この研究成果は音声研究に新たな研究分野を切り開くとともに，

音声対話システムを始めとする多くの関連研究においても大きなインパクトを与えるものである。 

 

2. 【オープンソース戦略に基づく研究用プラットフォーム】 

音声信号処理に関する一連の基礎研究を土台として，複数の音声基盤ツール群の開発，なら

びにオープンソースによる公開を実施してきた。その一つである，音声対話構築ツールキット

MMDAgent では，有限状態遷移(FST)記法により柔軟な音声対話を可能にすると同時に，デジ

タルサイネージやスマートフォンによる動作も実現してきた。これらのツール群はCREST研究期間

中に世界中から延べ 80 万件以上ダウンロードされ，国内外で広く認知されるだけでなく，人工知

能学会主催の講習会が開催されるなど，学術的な研究用プラットフォームとして広く利用されてい

る。  

 

3. 【音声対話システムにおけるコンテンツ分離の実証】 

本プロジェクトでは，専門知識の無い一般ユーザーが音声対話コンテンツをモジュール（辞書・

ボイス・対話・モデル）ごとに自由に組み替えて選択・構築・共有できるフレームワークを提案した。

これにより，これまで考えられてこなかったクラウド上での音声対話コンテンツの共同編集などが実

現可能になった。さらに，コンテンツ群のパッケージ化を推し進め，ユーザーはワンクリックで様々

な音声対話コンテンツを体験できるようになった。最終年度には，音声対話コンテンツを共有できる

サービスである「MMDAgent SHARE」を一般公開し，音声対話システムのコンテンツ分離を実証

した。  

 

＜科学技術イノベーションに大きく寄与する成果＞ 

1. 【一般ユーザーによる音声対話システムの実運用】 

本プロジェクトでは，開発した音声対話システムを，キャンパス内を始めとした複数の公共空間で

運用するとともに，サイエンスアゴラや名工大テクノフェアへの展示を行う等，様々なシーンにおい

て容易にシステムを適応し，運用が可能であることを示した。さらには，2014年 7月にイギリス・ロン

ドンで開催された HYPER JAPAN を始めとした様々なイベントにおいて，本プロジェクトとは独立

に，ユーザーの手による様々な対話システムの構築が進んでおり，ユーザーによるコンテンツ生成

のための基盤が確立しつつある。 

 

2. 【新産業の創出】 

本プロジェクトにおける研究成果を学内ベンチャーが橋渡しをすることによって，CeVIO プロジ
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ェクトと連携した産業応用を強力に推進した。また，CeVIOプロジェクトが販売している音声対話デ

ジタルサイネージや音声創作ソフトウェア以外にも，フュートレックのスマートフォンアプリやシャー

プのモバイル型ロボット電話，Google の Android OS を始めとして多くの外部企業の製品にも本

プロジェクトの研究成果が搭載されており，音声対話システムに関連した新しい産業の創出につな

がっている。 

 

3. 【新分野へのスピンオフ】 

本プロジェクトにおける基盤技術の研究開発は非常に高い成果を得ることができた。論文投稿

等による関連学術分野への貢献はもちろんのこと，これらの成果をベースとして，多様なスピンオフ

プロジェクトが始まっている。声のドナーを集めることで医療分野に貢献する NII VoiceBank プロ

ジェクトのように社会実装に繋がっているものや，声の成りすましに焦点を当てた国際ワークショッ

プである ASVspoof Challengeのように社会に新しく問題提起しているものなど，様々な分野にお

ける新展開の起点となっている。  
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§２. 研究実施体制 

 
（１） 研究チームの体制について 

 

① 徳田グループ  

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

徳田 恵一 名古屋工業大学 教授 H23.10～H29.3 

李 晃伸 同上 教授 H23.10～H29.3 

南角 吉彦 同上 准教授 H23.10～H29.3 

大浦 圭一郎 同上 研究員 H24.4～H29.3 

橋本 佳 同上 研究員 H24.4～H29.3 

玉森 聡 同上 D２～４ H23.10～H26.3 

中村 和寛 同上 D１～３ H23.10～H26.3 

高木 信二 同上 D１～３ H23.10～H26.3 

伊藤 直晃 同上 D１～５ H23.10～H28.3 

沢田 慶 同上 D１～２ H25.4～H27.3 

吉村 建慶 同上 D１～２ H27.4～H29.3 

夏目 龍司 同上 M２ H27.12～H28.3 

小中 彩貴 同上 M１～２ H27.12～H29.3 

村上 拓也 同上 M１～２ H27.12～H29.3 

 

研究項目 

・ 研究グループ間の連携調整 

・ 基盤技術および関連ソフトウェアの高速化 

・ ユーザーによるコンテンツ生成環境の構築 

 

② 山本グループ  

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

山本 大介 名古屋工業大学 准教授 H23.10～H29.3 

内匠 逸 同上 教授 H23.10～H29.3 

打矢 隆弘 同上 准教授 H23.10～H29.3 

西村 良太 同上 研究員 H24.4～H27.3 

高橋 直久 同上 教授 H24.4～H29.3 

Pablo Martinez 

Lerin 

同上 D2～D3 H23.10～H25.3 

伊藤 翔太 同上 M2 H23.10～H24.3 

中島 悠太 同上 M2 H23.10～H24.3 

金子 智哉 同上 M2 H23.10～H24.3 

奥村 文雄 同上 M2 H23.10～H24.3 

板津呂 翔 同上 M2 H24.4～H25.3 

立松 直也 同上 M2 H24.4～H25.3 

吉田 真基 同上 M1～M2 H24.4～H26.3 

柴川 元宏 同上 M1～M2 H24.4～H26.3 

石原 佑哉 同上 M2 H24.4～H25.3 

田川 達司 同上 M2 H24.4～H25.3 

若林 敬太郎 同上 M1～M2 H26.4～H28.3 
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石川 博規 同上 M1～M2 H26.4～H28.3 

清水 政嗣 同上 M2 H26.4～H27.3 

水野 恵輔 同上 M2 H26.4～H27.3 

森 智哉 同上 M1～M2 H26.4～H28.3 

岸上 友樹 同上 M2 H26.4～H27.3 

久米 雄介 同上 M2 H26.4～H27.3 

仲野 良佑 同上 M2 H26.4～H27.3 

松下 祐一  同上 M1～M2 H26.4～H28.3 

大竹 聡史 同上 M1～M2 H26.4～H28.3 

加藤 正隆 同上 M1～M2 H27.4～ 

小林 隆弘 同上 M1～M2 H27.4～ 

日比野 雅人 同上 M2 H27.4～ 

可児 龍平 同上 M1～M2 H27.4～ 

田中 佑太朗 同上 M1～M2 H27.4～ 

大野 健 同上 M2 H28.4～ 

加藤 義隆 同上 M2 H28.4～ 

宮原 悠輔 同上 M2 H28.4～ 

石田 大明 同上 M2 H28.4～ 

佐藤 清隆 同上 M1 H28.4～ 

杉嵜 諒吾 同上 M1 H28.4～ 

石田 雄登 同上 M1 H28.4～ 

堤 修平 同上 研究員 H27.4～ 

浮田 弥 同上 M1 H28.4～ 

加藤 りか 同上 M1 H28.4～ 

河原 誠斗 同上 M1 H28.4～ 

田中 亮佑 同上 M1 H28.4～ 

山口 大介 同上 M1 H28.4～ 

佐野 敦志 同上 M2 H28.4～ 

大橋 洋介 同上 M2 H28.4～ 

 

研究項目 

・ 音声対話サービスのための情報基盤ネットワークの設計と活用 

・ 統一データベースに基づく音声対話コンテンツの動的作成 

・ Web インターフェースを用いた音声対話コンテンツの編集と共有 

 

③ レナルズグループ  

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

Steve Renals エジンバラ大学 教授 H23.10～H29.3 

Junichi 

Yamagishi 

同上 研究員 H23.10～H29.3 

Simon King 同上 教授 H23.10～H29.3 

Hiroshi 

Shimodaira 

同上 講師 H23.10～H29.3 

Qiang Huang 同上 研究員 H25.3～H28.3 

Rasmus Dall 同上 博士課程学生 H24.9～H29.3 

Siva Reddy 

Gangireddy 

同上 博士課程学生 H24.9～H29.3 
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David Braude 同上 博士課程学生 H26.4～H28.4 

Kathrin Haag 同上 博士課程学生 H26.4～H29.3 

Cristophe 

Veaux 

同上 研究員 H24.3～H28.9 

Jennifer Oxley 同上 技術補助員 H24.4～H28.4 

Magda 

Konkiewicz 

同上 技術補助員 H24.7～H24.9 

Gergely Bakos 同上 プログラマ H28.1～H28.8 

Kirsten 

MacDonald 

同上 技術補助員 H24.1～H24.6 

 

研究項目 

・ 多言語化 

・ 音声対話コンテンツの自動インデキシング／リンキングおよびそれに基づくユーザー分析 

・ ユーザーが作成した音声対話コンテンツデータベースを利用した能動的対話システム 

 

④ 山岸グループ  

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

山岸 順一 国立情報学研究所 准教授 H27.4～H29.3 

高木 信二 同上 研究員 H27.4～H29.3 

Fernando 

Villavicencio 

同上 研究員 H27.4～H28.3 

高木 かおり 同上 研究員 H27.4～H28.3 

Xin Wang 同上 博士後期課程学

生 

H27.10～H29.3 

Gustav Eve 

Henter 

同上 研究員 H28.4～H29.3 

 

研究項目 

・ 音声合成とユーザのフィードバックに関する基礎研究 

 

(2) 国内外の研究者や産業界等との連携によるネットワーク形成の状況について 

 

本プロジェクトにおいて，研究者の相互訪問などにより，名古屋工業大学，エジンバラ大学，国

立情報学研究所は非常に強力な連携を実現しているが，プロジェクト内のコミュニケーションだけ

ではなく，国内外の様々な関連プロジェクト，企業とも連携している。図 2に連携状況を示す。図の

上側の通り，本プロジェクトから派生した科研基盤研究B，科研挑戦的萌芽研究，科研若手研究A

等の国内のプロジェクトはもちろんのこと，欧州連合やイギリス等の海外プロジェクトにも参加し，奈

良先端技術大学院大学，NICT，Sheffield大学，Cambridge大学，Saarland大学，Aalto大学，

Idiap 等の，当該分野を代表する大学，研究機関と連携しながらプロジェクトを進めている。また，

本プロジェクトのスピンオフとして，Blizzard Challenge，ASVspoof Challenge，MGB 

Challenge などの国際ワークショップを主催している。図の下側の通り，Google，Apple，株式会

社東芝等の大企業ともインターンシップ等によって連携している。産業応用については，学内ベン

チャーである株式会社テクノスピーチを橋渡しとして，CeVIO プロジェクトと連携して強力に進めて

おり，本田技研工業株式会社の車内システム，デンソー株式会社の車載エージェント，ブラザー工

業株式会社のカラオケ機器などの実用化が始まっている。ヤマハ株式会社，日産自動車株式会

社，富士ゼロックス株式会社，株式会社 nana music，名古屋市交通局等とは共同研究などの形

で連携しており，本プロジェクトの成果の一部が実用化に繋がった例としては，トヨタ自動車株式会
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社やHOYAサービス株式会社，シャープ株式会社等の製品を挙げることができる。 

 

 
 

図 1 国内外の研究者や産業界との連携図 
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§３. 研究実施内容及び成果 
 

コンテンツ生成の循環系を実現するために，我々は様々な課題に取り組んできた。プロジェクト

終盤に向けてターゲットを絞り込み，課題および実証実験を図 3に示す 3つの研究テーマに分類

し，テーマごとの重点課題に取り組んだ。また，音声インタラクションシステム構築ツールキット

MMDAgent を用いたあらゆる創作・応用に関する情報共有の場として「MMDAgent DAY!」と題

する MMDAgent ユーザーミーティングを開催し，ユーザーとの意見交換やユーザー同士の交流

の場を設けることで成果の普及と関連分野の発展に貢献した。さらに，プロジェクトの最終成果とし

て，ソフトウェア，マニュアル，音声対話システムの設計指針等を総合的・統合的にまとめたオール

インワン・パッケージ「エンサイクロペディアMMDAgent」を作成した。以下で，3つの研究テーマと

MMDAgent DAY!，エンサイクロペディアMMDAgentの詳細について述べる。なお，本プロジェ

クトでは，全グループが緊密な連携の下，人的な交流も行いながら進めたため，各テーマを全グル

ープが融合的に取り組む形となっている。このため，以下では，グループ毎ではなく，テーマ毎に

記述する形をとった。 

 

 
図 2 3つの研究テーマ 

 

３．１ 【テーマ 1 基盤技術の高度化】（主として名古屋工業大学大学 徳田グループ） 

 

魅力的な音声対話システムを実現するためには，音声対話システムがユーザーにとって魅力的

であり得る技術基盤を持たなければならない。そこで，本研究項目では，音声認識や音声合成な

どの音声対話システムにおける基盤技術の高度化，音声対話システムを実現するための基盤ソフ

トウェアの高度化，音声対話システムを構築するためのコーパスとエージェントの設計に取り組ん

だ。 

 

３．１．１ 音声インタラクションシステム構築ツールキット MMDAgent 

音声インターフェースにおける魅力等の諸要素を統合的に研究するためには，音声での情報の

やりとりだけでなく，表情やしぐさ，声質，間合いなどの人間的かつ高度な処理が必要とされる領域

までシステムが踏み込む必要がある。そのためには，音声処理系のみならず画像処理やエージェ

ント表現部と密統合したプラットフォームが必要である。  

これまでに我々は，HMM 音声合成ツールキット HMM-based Speech Synthesis System 

(HTS), HTS をベースに構築された日本語テキスト音声合成システム Open JTalk, 音声認識エ

ンジン Julius 等，音声技術に関連したオープンソースの研究基盤ソフトウェアを継続的に開発・

公開してきた。これらのソフトウェア群をベースに，物理演算を含む高度な 3D-CG によるエージェ

ント表現をリアルタイムに描画可能なグラフィック表示部，および，有限状態トランスデューサ

(Finite State Transducer; FST) に基づくインタラクション記述部を新たに実装し，密結合するこ

とで，「音声インタラクションシステム構築ツールキット MMDAgent」を構築し，オープンソースのフ
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リーソフトウェアとして公開した。 

MMDAgentは，音声技術の専門家だけではなく，一般の人々により広く音声技術を利用したも

のづくりを楽しんでもらうこと，また更には，魅力あふれる音声対話コンテンツを次々と作成してもら

うことを強く意識した設計方針が採られており，これが MMDAgent の大きな特徴となっている。音

声認識や音声合成に用いる辞書やモデルだけでなく，エージェントの 3D モデルやそれを動かす

モーションデータ，FST の定義にもオープンフォーマットを採用しており，あらゆる構成要素をユー

ザーあるいは開発者が自由に作成，編集し，入れ換えることが可能である（図4）。ユーザーが音声

対話コンテンツを作成するという新しい考え方は，ソフトバンク株式会社の家庭用会話ロボット

「Pepper」などでも採用されており，MMDAgent は新しい音声対話システムの枠組みの先駆けと

なったと考えられる。 

 

 
図 3 音声インタラクションシステム構築ツールキットMMDAgent 

 

MMDAgentは，高速・高精度，かつCG表示を伴った表情豊かな音声対話を実現可能であり，

本プロジェクトの技術基盤として継続的に開発してきた。開発当初は Windows のみの対応となっ

ていたが，現在ではWindowsに加えMac OS, Linux, Android OS, iOS といったモバイルデバ

イスを含むマルチプラットフォームに対応した（図 5）。音声から画像まですべてのモジュールがス

マートフォンやタブレット上で動作しており，応答遅延の少ない音声対話システムをスマートフォン

やタブレットにおいて利用可能である。なお，スマートフォンやタブレット単体で動作可能な 3D エ

ージェント付き音声対話システムを実現するオープンソースソフトウェアは世界初の成果と考えられ

る。また，対話記述言語である有限状態トランスデューサ（FST）を拡張し，正規表現によるマッチ

ングや変数の取扱いを可能とすることで，複雑な対話をより単純な FST スクリプトで記述することが

可能になった。また，文字コードの UTF-8 への統一やコンテンツパッケージの導入により，多様な

音声対話コンテンツをあらゆる場面で利用するユニバーサルな環境を実現した。  
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図 4 Android版MMDAgent（左），iOS版MMDAgent（右） 

 

３．１．２ 基盤技術 

音声合成，音声認識等の音声情報処理技術に関する多くの基礎研究をレナルズグループ，山

岸グループと連携しながら実施し，基盤技術の高度化に取り組んだ。ここで得られた研究成果に

ついては学会等で積極的に発表した。以下で代表的なものを述べる。 

 

 HMM音声合成のための特徴抽出とモデリングの統合手法 

近年の音声合成では，スペクトルなどの音声の特徴をモデル化する音響モデルとして，隠

れマルコフモデル（hidden Markov model; HMM) が広く用いられる。本研究では，これま

で独立であった音声の特徴抽出と HMM を統合し，音声波形を直接モデル化する手法を提

案した。システム全体が一貫した基準により最適化されるため，合成音声の品質が改善され

た。 

 加算構造によるスペクトラムモデルの改良 

音声特徴と言語特徴の複雑な関係性をモデル化するために，音声特徴（スペクトラム）に加

算的な構造があると仮定した新しいモデルを提案した。また，提案モデルを実現するための

効率的な学習アルゴリズムを提案した。提案モデルによって合成音声の品質を大幅に改善す

ることを示した。 

 対話調の音声合成手法 

人と人との音声対話には，言い淀みやフィラー（会話の隙間を埋める「あー」等の発話）が

存在する。そこで，音声対話における言い淀み等の影響について検証し，合成音声にこれら

を自動挿入する手法を検討した。提案法により，言い淀み等の挿入箇所を高精度に予測する

ことが可能となり，より自然な対話調の音声合成が可能になった。 

 リカレントニューラルネットワーク言語モデルを用いた音声認識の高精度化 

音声認識において，言語的な特徴をモデル化する言語モデルに，リカレントニューラルネッ

トワークを用いる研究が進められている。本研究では，音声認識に適したニューラルネットワー

クの学習法を提案し，音声認識の精度を改善した。さらに，リカレントニューラルネットワークの

入力に韻律などの音響的な特徴を付加することにより，言語モデルの性能を改善する手法を

提案した。 

 ディープニューラルネットワークに基づく音声合成の改善 

近年，音声認識だけでなく，音声合成においてもニューラルネットワークの導入による合成

音声の品質改善が報告されている。本研究では，音声合成に適したニューラルネットワークの

学習手法の検討や，複数のニューラルネットワークを統合する手法，音響特徴量と音素継続

長を同時に学習する手法を提案し，合成音声の品質を改善した。 

 発音情報が未知の言語におけるテキスト音声合成システムの構築法 

様々な言語における音声合成システムの構築を考えた場合，言語体系や発音情報（音素

などの読みの情報）が明確ではない言語が数多く存在する。本研究では発話情報が未知の

言語において，大量の音声波形とテキスト情報のセットから自動的に発話情報を推定し，音声
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合成システムを構築する手法を提案した。これにより，より多くの言語において容易に音声合

成システムを構築することが可能となった。 

 多様な声質を表現可能な因子分析に基づく音声合成の改善 

これまで，話者性や感情などの声質を自由にコントロールできる音声合成を実現するため

に，因子分析を導入したモデル化手法を提案してきた。本研究では，この提案手法において

モデル学習やモデル構造選択の改良に取り組み，声質の再現性や合成音声の自然性を改

善することができた。 

 トピックモデルを用いた音声対話コンテンツの分析 

ユーザー生成型の音声対話コンテンツにおける効率的なコンテンツ生成・管理のためには，

コンテンツの分類，類似コンテンツの検出，人気コンテンツの推薦などの実現が必要となる。し

かし，音声対話コンテンツは多種多様であり，規則に基づくタグ付け等は困難である。本研究

では，言語モデルの一種であるトピックモデルを応用することで，音声対話コンテンツの統計

的に自動分類する手法を提案した。 

 

この他にも，多様な感情を表す音声合成や音響モデルの適応手法等，音声対話システム構築に

必須となる様々な基盤技術の提案および改善に取り組んだ。 

 

３．１．３ 基盤ソフトウェア 

基盤技術の高度化において得られた成果を研究基盤ソフトウェアとしてまとめ，オープンソース

ソフトウェアとして公開した。以下に，我々が開発・公開しているオープンソースソフトウェアを示す

（図 6）。 

 

 音声対話システム構築ツールキットMMDAgent (http://www.mmdagent.jp/) 

（CREST期間中累計 77,000ダウンロード） 

 音声認識エンジン Julius (http://julius.sourceforge.jp/) 

（CREST期間中累計 246,000ダウンロード） 

 HMM音声合成ツールキット HTS (http://hts.sp.nitech.ac.jp/) 

（CREST期間中累計 426,000ダウンロード） 

 HMM音声合成エンジン hts_engine API (http://hts-engine.sourceforge.net/) 

（CREST期間中累計 54,000ダウンロード） 

 日本語音声合成システム Open JTalk (http://open-jtalk.sourceforge.net/) 

（CREST期間中累計 60,000ダウンロード） 

 音声信号処理ツールキット SPTK (http://sp-tk.sourceforge.net/) 

（CREST期間中累計 56,000ダウンロード） 

 日本語歌声合成システム Sinsy (http://sinsy.sourceforge.net/) 

（CREST期間中累計 3,400ダウンロード） 

 

ダウンロード数は 2011 年 10 月（CREST 開始）から 2017 年 3 月までの累計である。

http://www.mmdagent.jp/
http://julius.sourceforge.jp/
http://hts.sp.nitech.ac.jp/
http://hts-engine.sourceforge.net/
http://open-jtalk.sourceforge.net/
http://sp-tk.sourceforge.net/
http://sinsy.sourceforge.net/
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図 5 開発・公開中のオープンソースソフトウェアおよび 

CREST期間中の累計ダウンロード数 

 

 

これらのオープンソースソフトウェアの開発は継続的かつ力強く行っており，新バージョンを順次公

開してきた。 また，これらのソフトウェアは最先端の技術を含む研究基盤ソフトウェアであり，ダウン

ロード数が示すように，既にデファクトスタンダードの一つとしての地位を確立している。実際に，図

7に例示するように，学術論文やソフトウェア開発，イベント等，様々な場面で広く利用されている。 

 

 
図 6 公開したオープンソースソフトウェアの利用事例 

 

申請時は，産業応用はプロジェクト終了後に展開という想定であったが，音声対話システム構築

ツールキット MMDAgent を始めとした音声情報処理基盤ソフトウェアを核として既に産業応用が

始まりつつある。我々も大学発ベンチャーの株式会社テクノスピーチを通して CeVIO プロジェクト

に参加するなどすることによりこのような展開に貢献してきた。 
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３．１．４ コーパス／エージェント 

言語に依存しない普遍的な知見を得るためには，様々な言語による実証実験を平行して進める

必要がある。この際には，言語的な違いだけでなく，文化的な違いに関しても十分考慮する必要が

ある。そこで，日本語とイギリス英語を対象として音声対話システムを開発し，日本語と英語の音声

対話システムによる実験を行うことにより，言語や文化に依存する点，依存しない点について検証 

を行った。 

まず，音声対話システムの開発に必要な日本語音声コーパスとイギリス英語音声コーパスを構

築した。 

 

 日本語による男性声優コーパス 

本コーパスは男性声優による日本語3000文を収録した音声コーパスである。収録文は新

聞を含む複数のドメインから選択した。5種類の発話スタイルを含んでおり，平静を1800文，

怒り，悲しみ，喜び，囁きの4つの発話スタイルをそれぞれ300文収録した。 

 CSTR VCTK コーパス 

本コーパスは，様々なイギリス英語アクセントをもつ話者109名による合計約60時間の大規

模音声コーパスである。収録内容は各話者400文程度であり，新聞記事を含む複数のドメイン

から選択した。本コーパスは，イギリス英語研究用音声データベースとして現在標準的である

WSJCAM0（LDCより有償で配布）の1.5倍の規模であり，今後，標準音声データベースとし

て様々な分野において多様な用途に利用されると期待される。 

 イギリス・エジンバラ英語による女性声優コーパス 

エジンバラ訛りのイギリス英語を話すプロの女性声優による4600文を収録した。2種類の話

速の音声が収録されており，収録音声のうち，800文は話速の早い音声，800文は話速の遅

い音声である。また，100文に及ぶ自発的な会話を収録している。さらに，通常発話，早口発

話などの4つの異なるスタイルの同一文を400文収録した。 

 

次に，音声対話に適した対話エージェントを作成した。ユーザーに受け入れられる音声対話シ

ステムにするためには，文化的な違いを考慮したシステムを作る必要がある。日本ではアニメティッ

クな3Dエージェントに抵抗が少ないと考えられため，2.5頭身のエージェントや，男性のエージェン

トを作成した（図8）。一方，様々な議論の結果から，ヨーロッパ圏においてはリアリスティックな3Dエ

ージェントが，より受け入れられやすいと考え，イギリス英語版の音声対話システム用の対話エージ

ェントを作成した。 

 

 
図 7 アニメティックな音声対話エージェント（左，中）， 

リアリスティックな音声対話エージェント（右） 
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３．２ 【テーマ 2 コンテンツ生成のための仕組み作り】（主として名古屋工業大学 山本グルー

プ） 

 

音声対話コンテンツは，図 9に示すように，3つの階層から構成される。マテリアル層では，音声

モデル・言語モデルなどといった専門的なモデルデータや，画像・音楽・3Ｄモデル・モーションな

どのバイナリファイルが含まれる。アクション層では，一問一答形式の簡単な挨拶や，天気予報の

パネルの表示など，一続きの短い動作が含まれる。シナリオ層では，アクション層の動作を組み合

わせることによって，より複雑な音声対話シナリオを実現する。シナリオ層やアクション層は FST 形

式で記述され，マテリアル層はそれぞれの素材の独自の形式で格納されている。 

 

 
図 8 音声対話コンテンツの階層 

 

 

本研究項目では，音声対話コンテンツにユーザー生成の概念を取り入れ，音声対話コンテンツ

を作成および共有するための仕組みの構築に取り組んだ。また，図 10 が示すように，音声対話シ

ステムは単体で閉じているのではなく，複数のシステムが互いに連携しあうことも想定し，音声対話

システムの連携に関する研究にも取り組んだ。以下，３．２．１～３．２．３でこれらについて述べる。 

 

 
図 9 音声対話システムとのネットワーク連携 
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３．２．１ コンテンツ制作支援ツールの構築 

音声インタラクションシステム構築ツールキット MMDAgent では，FST 形式のスクリプトファイ

ルを記述することによって，音声対話シナリオの制御を行っている。しかしながら，FST 形式のスク

リプトファイルを一般のユーザーが直接記述することは簡単ではない。そこで，音声対話コンテンツ

を手軽に編集できる仕組みとして対話スクリプト作成ツールおよび音声インタラクションビルダの構

築に取り組んだ。 

 

対話スクリプト作成ツール 

ユーザー生成型の音声対話コンテンツを実現するためには，ユーザーがネットワークを介して，

手軽に音声対話コンテンツを作成できることが重要である。そこで，我々は，初心者向けのタッチイ

ンターフェースを用いた音声対話コンテンツ作成ツールEFDE (Extended FST based Dialogue 

Editor) （図11（左））と，Web ブラウザを用いた上級者向けの音声対話コンテンツ作成ツール

MMDAE (MMDAgent Editor) （図11（右））を開発した。 

 音声対話コンテンツ作成ツールEFDE 

初心者を対象としたAndroid 端末向けのインターフェースであり，状態遷移図で表された

FST スクリプトをタッチインターフェースで編集可能である。編集結果をオンデマンドに実行

可能にしたことにより，一般ユーザーが手軽に音声対話コンテンツの動作を確認しつつ編集

が可能である。また，よく使われるFSTスクリプトをテンプレート化することにより，少ない状態

数で複雑な音声対話を実現可能にした。さらに，音声による対話文やキーワードを入力可能

な機能を追加することにより，音声とタッチインターフェースのみで音声対話コンテンツを容易

に作成可能な仕組みである。 

 音声対話コンテンツ作成ツールMMDAE 

上級者を対象としたインターフェースであり，Webブラウザを用いたFST レベルの詳細な

編集が可能である。FSTスクリプトの入力補助と，FSTスクリプトの構造化を実現することにより，

容易な編集が可能になった。また，Webブラウザを基盤として用いることで様々なプラットフォ

ームで動作可能となり，ネットワークを介して，手軽にコンテンツを作成できる環境が整った。 

 

   
図 10 タブレットを用いた音声対話コンテンツ編集インターフェース EFDE（左）， 

Webブラウザを用いた音声対話コンテンツ編集インターフェース MMDAE（右） 

 

音声インタラクションビルダ 

ユーザーによる魅力的で優秀なコンテンツの創造を推進するためには，音声対話コンテンツを

詳細な部分まで自分の思い通りに作り込めるようなクリエイター向けの環境も必要である。そこで，

インタラクティブな音声対話コンテンツを発話のタイミングや詳細な部分まで作りこみ，動作検証を

行うことが可能な開発環境として音声インタラクションビルダを試作した（図12）。この音声インタラク

ションビルダは以下の3つのコンポーネントから構成されている。 

 

1. 状態遷移図の3次元空間における可視化・ブラウジングによるFSTスクリプトの構造把握機能 

2. イベント入力シミュレーションによる動作確認機能 

3. 入出力イベント系列の保全と再現による時系列インタラクションの検証機能 
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主観実験の結果，既存の環境に比べて，複数のモーションをイベントに従って非同期に組み合わ

せるような複雑なインタラクションを含む高度なコンテンツが作成しやすいことが示された。 

 

 
図 11 音声インタラクションビルダ 

 

３．２．２ クラウドでのコンテンツ共同編集環境の構築 

ユーザー生成型メディアの特徴の一つは，他者とコラボレーションして作品を構築することが頻

繁に行われることである。音声対話コンテンツにおいても，ネットワークを介して音声対話コンテン

ツを共同作成・編集する環境を構築することで，他者と協力して大きく複雑なコンテンツを作り上げ

る，既存のコンテンツを流用・拡張するといったことが容易となる。ここでは，クラウド環境を利用した

音声対話コンテンツの共同編集環境の構築に取り組んだ。 

 

履歴付き音声対話コンテンツの共同編集システムの構築 

音声対話コンテンツをユーザー間で共同構築する環境・システムを考えるとき，例えば人工無脳

に代表されるように，質問とそれに対する応答の組をユーザーが登録していく一問一答型のシステ

ムが最も簡便な形態の一つである。この形式は誰でも気軽に構築に参加でき，様々なトピックの対

話を広く集めることに適しているが，対話の流れや履歴を考慮しない一度切りのやりとりしか扱えな

いため，連続した会話やシナリオを持ったやりとりのような，対話本来の楽しさや魅力を提供するシ

ステムとしては明らかに不十分である。一方，長い会話やシナリオを破たん無く設計するにはシス

テム発話に対するユーザーの反応を予測する必要があり，一般ユーザーが気軽に構築することは

難しい。 

そこで，履歴を持つ会話をユーザー間で容易に共同構築可能なユーザー生成型音声対話シス

テムを開発した（図13）。対話の登録単位はキーワードと応答の組であるが，親と子を設定できるよ

うにすることで，複数回のやり取りを連続した一問一答としてユーザーが協同構築できるようにした。

登録された音声対話コンテンツ全体は，キーワードと応答のペアを単位とする木構造となる。登録

画面では，誰でも対話の流れを直感的に把握できて編集できるよう，SNSのチャット風のWebイン

ターフェースを採用した。このシステムにより，ユーザーが共同して連続した長い対話を作り込むこ

とが可能となり，さらに他者が登録した対話に別の対話分岐や後続の対話を追加することができる

ようになった。主観評価実験より，従来法よりも大幅に高い面白さと期待感をユーザーに与えること

が示され，対話本来の魅力をもつシステムをユーザー生成的に構築することの可能性が示され

た。 
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図 12 履歴付き音声対話コンテンツの概念図（左）， 

履歴付き音声対話の登録インターフェース（右） 

 

クラウド方式の音声対話コンテンツの編集環境の構築 

一般にMMDAgentにおける対話のボキャブラリーを増やすためには多数の対話シナリオを記

述することが重要である。そこで，クラウドソーシングの概念に基づき，Webを介して対話シナリオ作

成タスクを受発注する，音声対話シナリオ作成に特化したクラウドソーシングシステムを開発した

（図14）。このシステムにより複数人の分担作業によるシナリオ作成が可能となった。また，対話シナ

リオ作成タスクを受注したユーザーが手軽にシナリオ作成を行えるよう，前述のMMDAE とSkype

版エージェント動作確認ツールの連携機能を強化した。開発したシステムの評価実験を通して，ク

ラウドソーシングに基づく対話シナリオ作成の有効性を確認した。また，実際に本システムを用いて

対話シナリオを多数作成し，それらを基本音声対話ライブラリとしてまとめた。 

 

 
図 13 対話シナリオ作成に特化したクラウドソーシングシステム 

 

 

３．２．３ モジュール化およびエージェント間連携基盤の構築 

ユーザーが作成した音声対話コンテンツを，サーバーを介してネットワーク上で配信・共有する

ための仕組みとして，音声対話コンテンツのパッケージ化に取り組んだ。また，複数の音声対話シ

ステムが協調動作するための環境の構築に取り組んだ。 
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音声対話コンテンツのパッケージ化 

一般に音声対話コンテンツはユーザーや技術者が個々に作成しているのみで，それらを効果

的に流通させるための手段はあまり考慮されていない。そこで，ユーザー生成の概念に基づき，ユ

ーザーが作成した音声対話コンテンツを，サーバーを介してネットワーク上で配信・共有するため

の仕組みについて提案した。まず，FSTスクリプトを拡張し，複数並列化に基づくパッケージ化手

法について検討した。これにより，FSTスクリプトの保守性が向上すると同時に，従来困難であった

FSTスクリプトの部分更新や機能単位の配信が可能になった。さらに，図15に示す，音声対話コン

テンツのパッケージ化に基づく配信の仕組みを試作することによって，パッケージ単位でのコンテ

ンツ循環の仕組みについて検討した。 

 

 
図 14 音声対話コンテンツのパッケージ化 

 

また，対話スクリプトだけでなく単語辞書やボイス，3Dモデルやモーションといった音声対話コン

テンツ全体の各構成要素をユーザーが自由に組み替えて選択・構築できる環境の実現を目指し，

ユーザー生成型音声対話システムのモジュールアーキテクチャの提案および構築を行った（図

16）。音声認識や音声合成・対話管理・エージェントモデル等の全てのコンテンツを汎用モジュー

ルとして統一的に扱い，パッケージとして動作の整合性やモジュール間の依存関係を取り扱うこと

が可能である。実際にMMDAgentに対してモジュールをパッケージで管理する仕組みを提案し，

対話スクリプト内のモデル名指定のようなモジュール名指定に対するスコープの設定や，パッケー

ジ間の依存性や競合をヘッダ記述により自動的に検出する仕組みを実装した。 

 

   
図 15 音声対話モジュールのパッケージ化（左）， 

モジュールベースの音声対話コンテンツ共有（右） 

 

ネットワークエージェント技術を用いた音声対話システム間の連携基盤 

既存のスマートフォン向け音声対話システムは，端末単体で動作するか，サーバーとの通信しか

できず，効率的に複数台の端末が連携した複雑な対話シナリオを構築することができなかった。そ
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こで，下記のシステム連携基盤を導入した。 

 複数のスマートフォン端末上のMMDAgent が協調動作するための環境を構築した。具体

的には，エージェント/NFC/Bluetooth技術に基づく対話システムのネットワーク接続機構

を開発した（図17）。スケジュール調整システムを試作し，複数対話システム連携型サービ

スの有効性を確認した。 

 複数のサイネージ上のMMDAgentが協調動作するための環境を構築した。この環境は，

多数のサイネージの接続を考慮し規模拡張性にも優れた設計となっている。対話回数共有

システムを試作し，サイネージ間システム連携の有効性を確認した。 

 サイネージ上のMMDAgentとスマートフォン上のMMDAgentが協調動作するための環境

を構築した。スマートフォンを用いた音声対話により，サイネージ上に存在する「案内地図」

等のコンテンツをスマートフォンに取り込むことで，サイネージを離れても案内コンテンツの

参照が可能となった。これにより，道案内などのコンテキスト依存型の音声対話サービスの

実現が容易となった。 

 

 
図 16 P2P型ネットワーク接続機構 
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３．３ 【テーマ 3 実証実験に基づくコンテンツの分析と評価】（主としてエジンバラ大学 レナルズ

グループおよび国立情報学研究所 山岸グループ） 

 

ここでは，コンテンツ利用を促進するための仕組みづくりに取り組んだ。さらに，提案システムを

用いた実証実験を行い，提案システムの社会実装の可能性を検証した。 

 

３．３．１ コンテンツ利用を促進する仕組みづくり 

ユーザー生成型の音声対話コンテンツでは，ユーザーによる多種多様で多量の音声対話コン

テンツが作成されることが期待できる一方で，それらのコンテンツ群を適切に分類・関連付けするこ

とができなければ，それらの利用価値を最大限に高めることは困難である。ここでは，コンテンツの

推薦や検索等の技術を実現し，音声対話システムの利用支援や作成支援等の実現するための音

声対話コンテンツ群の分析・分類・関連付け手法の研究成果について述べる。 

 

音声対話システムの利用履歴に基づく関連ワード推薦 

音声対話システムの利用に不慣れな初心者に対する対話システムの利用促進を目指して，ユ

ーザーに次に話すべきキーワードの候補群を提示する仕組みを検討した。そして，サーバーに蓄

積されたユーザーの対話履歴から，情報推薦技術等を用いて分析し，関連ワードを獲得する手法

を実現した（図18（左））。被験者実験より，関連ワードを提示することにより，ユーザーの音声対話

システムの円滑な利用を支援することを示唆する結果を得た。また，関連ワードの推薦手法として，

履歴ベース推薦，内容ベース推薦，ランキング推薦，ランダム推薦の4つの方式，および，それらを

統合した複合推薦の方式を比較検討した。被験者実験により，複合推薦方式が内容ベース推薦

やランダム推薦単体よりもよい総合結果が得られることを確認した。 

 

利用履歴のユーザー間共有による相互インセンティブの強化 

一般に，ユーザー生成型メディアにおいては，ユーザー間で活動の記録がシェアされることでユ

ーザーが互いに刺激を受け，システムの利用やコンテンツの作成が誘引されるという特徴がある。

音声対話コンテンツにおいても，あるユーザーの対話システムとのやりとりやコンテンツの利用履歴

を別のユーザーが共有することで，ユーザー同士で相互に利用意欲を高めることが期待される。こ

のため，一問一答型のユーザー参加型音声対話システムにおいて，以下の2つの機能を実装し

た。 

 

1. ユーザーが何を発話しているかのオンライン逐次共有 

2. 対話の再生回数やキーワード発話回数を記録しランキング表示 

 

上記の2つの機能を実装することによって，ユーザーが相互にインセンティブを強化する仕組みを

構築した（図18（右））。音声対話コンテンツの利用者と作成者にこれらを提示することにより，利用

者が必要としているキーワードを作成者が知ることが可能になった。また，コンテンツ作成者が，ラ

ンキング結果に基づきユーザーが必要としている対話を手軽に登録する仕組みも実現した。被験

者実験により，これらの仕組みが利用者とコンテンツ作成者の両方のモチベーション（インセンティ

ブ）の向上に繋がる可能性を確認した。 
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図 17 関連ワード提示手法（左）， 

発話履歴の共有と音声対話コンテンツのランキング提示（右） 

 

３．３．２ 公共空間での実証実験 

提案システムを名古屋工業大学正門前や半田市観光協会など，様々な場所で設置・運用する

ことにより，提案システムの社会実装の可能性を検証した。  

 

学内での実証実験 

我々が開発した音声インタラクションシステム構築ツールキットMMDAgentを用いて構築した

「全天候型双方向音声案内デジタルサイネージ（メイちゃん）」を，大学正門入ってすぐのオープン

スペースに設置した（図19）。複数のカメラを用いた顔画像認識技術によるキャラクターの視線制御

や，焦電センサーを用いた人体検知によるキャラクター側からの能動的な呼びかけ等の機能が実

現されている。表示テキストや画像，発話テキストに加えて，案内時のキャラクターのモーションや

発話スタイルまでも統合したコンテンツを，サーバーから動的に更新することが可能であり，情報基

盤センターのデータベースに登録された学内イベント情報の中から，季節や時間，内容に応じて

適切に取捨選択された情報がタイムリーに案内される（図20）。想定されるユーザーは，来学者，

学生・教職員である。 

 

   
図 18 双方向音声案内デジタルサイネージ「メイちゃん」（左）， 

名古屋工業大学正門前（右） 
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図 19 情報基盤システムとの連携 

 

2011年4月6日にシステムの稼働を開始し，2011年6月15日にコンテンツ登録システムを学内に

公開した。2011年11月15日までに100件以上のコンテンツが登録されており，1日当たりのユーザ

ー発話も，休日を含めた平均も約35 発話を超えている。学生や教職員から243件（内学生43件）

の音声対話コンテンツの投稿があった。図21に投稿されたパネル画像の例を示す。 

また，2014年9月からは，新たに名古屋工業大学のオープンスペース（夢ルーム）にも室内型双

方向音声案内デジタルサイネージを設置した（図22）。学生スペースに設置した提案システムは，

PC だけでなくNFC を用いてスマートフォンからも容易に音声対話コンテンツを投稿可能である。

設置から半年の間に学生などから計437件の音声対話コンテンツの投稿があった。 
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図 20 パネル画像 

 

   
図 21 室内型双方向音声案内デジタルサイネージ（左）， 

名古屋工業大学オープンスペース（夢ルーム）（右） 

 

また，「メイちゃん」について，学内での知名度や使用頻度などについて，Moodleのアンケート

システムを用いて調査を行った。この結果，262件の有効回答があり，その99%が「メイちゃん」を認

知していた。また，対話経験も77%と高く，MMDAgentを利用した音声対話システムの注目度お

よび実用性の高さを示している。自由記述アンケートへの回答率は33%であり，3分の1のユーザ

ーが積極性をもって，音声対話システムの改良点などについての意見を寄せた。 

 

学外での実証実験 

2013年度には，新たに，室内型双方向音声案内デジタルサイネージを試作し，半田市観光協

会蔵のまち案内所（国登録有形文化財小栗家住宅内）に設置した（図23）。小さいキャラクターを

画面下部に置き，画面上部にパネル情報等を提示することによって，狭い室内でも快適に利用可

能になるように工夫した。利用者は，観光客を中心とした一般の来訪者である。 
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図 22 半田市観光協会「蔵のまち案内所」に設置した音声対話システム（左）， 

半田市観光協会「蔵のまち案内所」の外観（右） 

 

2014年度には，Webインタフェースを用いたより魅力的な音声対話を構築できる枠組みについ

て検討した。具体的には，従来からある認識キーワードとそれに対応する音声案内文だけでなく，

声質やキャラクターの表情・モーションなども追加可能なWebインタフェースを試作した。サイエン

スアゴラ2012では図24に示すデモシステムを実際に使用し，モーションや声質の組み合わせの変

化が音声対話の魅力に大きく影響することを実感した。 

 

 
 

 

また，スマートフォンやWebブラウザを用いてユーザー（ここでは，観光案内所の職員）が簡単に

音声対話コンテンツを追加・更新できる仕組みを実現することで，ユーザーの創意工夫で，現場に

即した，より魅力的な音声観光案内が実現可能になった。実際に，観光協会の職員によって，多

数の観光案内に関するコンテンツが登録された。なお，本実証実験システムは，テレビや新聞など

で紹介される，半田市の公式広報誌の表紙に掲載されるなど，観光PRに繋がるものとして地域か

らも注目を集めた。さらに，同様のシステムを，半田市市役所新庁舎やNHK名古屋放送局（図

25），国立情報学研究所（図26）などに音声対話システムを設置した。NHK名古屋放送局では

TV 番組やイベント等において実証実験を実施した。その際，複数のキャラクターを連携させて動

作できるようにするなどの拡張を行った。国立情報学研究所では，国立情報学研究所のキャラクタ

ー「ビットくん」の3Dモデルを利用した音声対話システムを構築した。このキャラクターに合わせた

音声データベースも構築し，キャラクター声による音声合成システムを構成した。 

 

図 23 サイエンスアゴラ 
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図 24 半田市市役所新庁舎（左），NHK名古屋（右） 

 

 
図 25 国立情報学研究所に設置した音声対話システム（情報犬ビット） 

 

その他の実証実験 

モバイル環境における音声対話システムとユーザー生成型音声対話コンテンツ作成環境に関

する実証的な研究を実施した。 

 

 Skypeのビデオ電話機能とMMDAgentを連携させることによって，iPhoneなどのスマートフ

ォンを用いてCGキャラクターと音声による対話を可能にするシステムを開発した（図27（左））。

第74 回情報処理学会全国大会において公開実験とアンケート調査を実施し，120名分のア

ンケート結果から，モバイル向け対話システムはデジタルサイネージ版より対話の応答速度は

劣るものの，親しみやすさが向上していることが判明した。 

 中学生を対象として，音声対話に基づくモバイル学内見学支援システムの実証実験を2014 

年1 月に行った（図27（右））。スマートフォン上の音声対話エージェントが，中学生に対して

名古屋工業大学のキャンパスや設備に関して音声案内を行うシステムである。なお，実験で

用いた音声対話コンテンツは，名古屋工業大学の案内担当の職員2名によって作成された。

主観評価実験の結果，提案システムに基づく音声案内の有効性が示された。 

 より一般の人に音声対話システムを利用してもらうためには，公衆電話網等の連携が有用で

ある。そこで，MMDAgentとVoIPクライアントを連携させる仕組みを開発した。学内に整備・

展開されたSkype for business （Lyncの新バージョン）に接続するためのミドルウェアを作成

し接続した。同時に，名古屋工業大学ユニファイドコミュニケーションシステムの一部である

Voice over IPによる新しい内線電話システムとも接続するために，Software Phone連携用ミ

ドルウェアを開発し，相互接続試験を実施した。これらの仕組みを発展・評価すると同時に，

学内電話網との連携の仕組みを検討した。 
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図 26 Skype版音声対話システム（左），モバイル学内見学支援システム（右） 

 

３．３．３ ネットワーク環境での実証実験 

より幅広い社会環境におけるユーザー生成型音声対話コンテンツの実現のための手がかりを得

るために，対象を一般のネットワーク環境へ広げた実証実験を行った。また，その前段階として，音

声対話コンテンツがユーザー生成型メディアとして実際に社会で形成され成長していくために必要

な，ユーザーの動機および誘引要素（インセンティブ）に関して分析を行った。 

まず，ユーザーの利用動機および誘引要素の分析については，ユーザーをコンテンツへの関わ

り度合いから以下の4種類の層に分類し，それぞれの相互関係と移動の関係を分析した（図28

（左））。 

 

 潜在者： システムを全く利用したことがない人。 

 消費者： システムを利用する・したことがある人。受け身なユーザー。 

 参加者： システムを積極的に利用しコメントやお気に入り，評価を下す人。アクティブなユー

ザー。 

 生産者： コンテンツを作成・投稿する人。 

 

そして，ネットワーク環境において音声対話コンテンツがユーザー生成型メディアとして成立するた

めに音声対話システムが満たすべき要件を以下のように定めた。 

 

 潜在者から消費者へ： スマートデバイス等マルチデバイス対応による音声対話コンテンツ再

生環境の拡張。 

 消費者から参加者へ： ユーザー動線設計やSNSでの定期的な情報提供によるシステム全

体への興味の喚起。 

 参加者から生産者へ： Twitterのリプライ機能を用いた「お題」提供型対話コンテンツ生成

（図28（右））。 

 

   
図 27 ユーザー層の分類とインセンティブ（左），お題提供型対話コンテンツ生成（右） 
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上記の改善を施したマルチプラットフォームの一問一答型対話コンテンツ配信・登録システムを

構築し，社会実験を実行した（図29）。音声対話コンテンツを保持するコンテンツサーバーとコンテ

ンツ登録システムを学外に向けて公開し，マルチプラットフォーム（Windows/Linux/Android）で

のシステムを提供し，ユーザーが自由にダウンロードして音声対話を試せる環境を構築した。実際

に一般ユーザーを誘引するための動線設計やサポート体制を整え，1ヶ月間の公開実験を行った。

Twitterのリツイートによって約30,000人への周知を行い，6,400回の発話と232個の音声対話コ

ンテンツ新規登録を得た。利用者の55%はAndroidからの参加者であり，15%がTwitterのリプラ

イ機能を用いた「お題」提供に参加しライトなコンテンツ登録を行うなど，提案法の有効性が確認で

き，またユーザー動向に関する貴重な資料を収集することができた。 

 

 
図 28 社会実験における一般ユーザー向けの説明ページおよび参加動線の設計 

 

３．３．４ 音声対話コンテンツ共有サービスの公開と運用 

音声対話コンテンツの製作者と利用者の間に音声対話コンテンツを共有する枠組みが用意され

ておらず，作成された音声対話コンテンツは様々な場所に分散した状態になっているのが現状で

あった。そこで，音声対話コンテンツを発表・共有する場を提供することで，より多くの音声対話コン

テンツを生成することに繋がると考えた。具体的には，音声対話コンテンツをユーザー間で共有可

能にするための仕組みとして，音声対話コンテンツ共有サービスMMDAnget SHARを立ち上げ

た（図30）。 

 

公開日 ： 2016年10月1日（土） 

URL: http://share.udialogue.org/ 

 

http://share.udialogue.org/
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図 29 音声対話コンテンツ共有サービス MMDAgent SHARE (http://share.udialogue.org/) 

 

一般に，音声対話コンテンツを容易に共有できるようにするためには様々な課題をしなければな

らない。提案システムでは以下のような対応を行った。 

 

1. 音声対話コンテンツは多数のファイル群から構成されるなど扱いが煩雑であったため，独自の

MMDA形式を定義し，1ファイルで利用可能にしている。 

2. MMDA形式のファイルをサーバー側で容易に生成できる機能を作成している。 

3. Windows用のMMDAgentインストーラを新たに開発し，MMDA形式のコンテンツを１クリック

で実行可能にしている。 

4. サービスの利用を容易にするためにGoogle などのオープンIDとの連携を可能にしている。 

5. コンテンツの投稿時に自動的にスクリプトのエラーやワーニングを検出する仕組みを開発して

いる。 

6. 本サービスの利用規約やプライバシーポリシーを慎重に作成している。 

7. コンテンツに含まれるすべての付属文章（READMEなどを）を自動的に本サービスから確認

できるようする仕組みを開発するなど，著作権に最大限配慮している。 

 

図31（左）に共有された音声対話コンテンツの例を示す。音声対話コンテンツを分離し，また，音声

対話コンテンツを手軽にWebで作成するためのサービスMMDAgent EDITも併せて試作した。こ

れは，ユーザーが一般的なWebブラウザを用いて，画像やキーワード，文章などを入力していくこ

とで，手軽に音声対話コンテンツを作成するための仕組みである（図31（右））。 

 

http://share.udialogue.org/
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図 30 共有された音声対話コンテンツの例（左），音声対話コンテンツ作成サービスMMDAgent 

EDIT (http://share.udialogue.org/agora/)（右） 

 

http://share.udialogue.org/agora/
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３．４ MMDAgentユーザーミーティング「MMDAgent DAY!」の開催 

 

音声インタラクションシステム構築ツールキットMMDAgentを用いたあらゆる創作・応用に関す

る情報共有の場として「MMDAgent DAY!」と題するMMDAgentユーザーミーティングを開催し

た（図32）。 

 

日時：2016年 10月 1日（土） 

場所：名古屋工業大学 4号館ホール・ホワイエ 

URL: http://udialogue.org/events/MMDAgentDAY/ 

 

ユーザーとの意見交換をすると同時にユーザー同士の交流の場を設けることで成果の普及と関連

分野の発展に貢献した。 

 

 
図 31 MMDAgent DAY! 

 

http://udialogue.org/events/MMDAgentDAY/
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３．５ エンサイクロペディア 

 

これまでに開発してきた音声インタラクションシステム構築ツールキットMMDAgentを中心とした

基盤ソフトウェア群や音声対話コンテンツ制作支援ツール群だけではなく，キャンパス内外におけ

る複数の実証実験，解説論文執筆，MMDAgent講習会，インターネット上のブログ形式による

TIPS の発信等を通して，MMDAgentおよび音声対話コンテンツ制作に関する指導書・手引書，

スライド，リファレンス・マニュアル，サンプルスクリプト等が充実してきた。これらの成果物を統合し，

さらに拡張・整備することにより，ソフトウェア群，マニュアル，基本音声対話ライブラリ，設計指針等

を総合的・統合的にまとめたオールインワン・パッケージ「エンサイクロペディアMMDAgent」を構

成した。パッケージは以下の項目を含むものとなる。 

 

1. 音声インタラクションシステム構築ツールキットMMDAgent（マルチプラットフォーム対応: 

Windows, Linux, Mac OS, Android OS, iOS） 

2. MMDAgent概説（日英） 

3. MMDAgentクリエータ（コンテンツ制作者）向けリファレンス・マニュアル（日英） 

4. MMDAgentディベロッパ（開発者）向けリファレンス・マニュアル（日英） 

5. MMDAgent講習用スライド（日英） 

6. MMDAgent講習用動画（MOOC, OCW） 

7. 音声対話コンテンツ制作支援ツール群（Web ブラウザ上で利用可能な音声対話コンテンツ

編集ツール，タブレット上で利用可能な音声対話コンテンツ編集ツール，音声インタラクション

ビルダ，他） 

8. 音声対話コンテンツライブラリ（基本対話ライブラリ，サンプル用3Dモデル，音声合成用モデ

ル等を含む） 

9. 音声対話コンテンツ設計指針 

 

本パッケージは，マルチプラットフォームに対応したソフトウェア，ユーザーによるコンテンツ制作を

支援するツール群，長期運用に基づいた実証実験に裏付けされた音声対話コンテンツの設計指

針に，コンテンツ制作者・開発者向けリファレンス・マニュアルや講習用スライド，MOOC・OCW用

チュートリアル動画，音声対話コンテンツライブラリを加え，有機的に統合したものであり，本パッケ

ージによりユーザーコンテンツ生成環境を容易に構築可能とするものである。 
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[1] 山岸 順一 , “音声の障害者のための最先端音声合成技術 ,” JST 情報管理  57(12) 
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Learning Summit 2013, Paris, France, April 2013. (Invited speaker) 
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IEEE Automatic Speech Recognition and Understanding Workshop (ASRU 2011), 

Hawaii, USA, December 14, 2011.  (Invited talk) 
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MMDAgent,” 人工知能学会第 8回, 2015年 6月 22日. 
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講演会, 2013年 10月 23日. （招待講演） 

http://www.ipsj-tokai.jp/jigyou/files/H25-poster20131023.pdf 

[30] 山岸順一，“ここまで来た HMM音声合成話者適応技術,” 日本音響学会 2013年秋期研究

発表会，豊橋科学技術大学，2013年 9月 27日． （招待講演） 
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関係学会東海支部連合大会, 2013年 9月 24日. （招待講演） 
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[33] 山本大介, 大浦圭一郎, 西村良太, 打矢隆弘, 内匠逸, 李晃伸, 徳田恵一, “スマートフォン
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支部連合大会, 2013年 9月 24日. （招待講演） 

[34] 打矢隆弘, 山本大介, 西村良太, 内匠逸, 大浦圭一郎, 李晃伸, 徳田恵一, “映像音声スト

リーミング技術を用いた音声対話エージェントの開発と実証実験,” 電気関係学会東海支部

連合大会, 2013年 9月 24日. （招待講演） 

[35] 山本大介, “音声対話 3D エージェント「メイちゃん」の開発と運用 - 大型サイネージからスマ

ートフォンまで -,” 東海工学教育協会講演会, 2013年 3月 24日. 

[36] 徳田恵一, “統計的機械学習問題としての音声合成,” 情報処理学会音楽情報科学研究会

（音学シンポジウム）, 2013年 3月 11日. （招待講演） 

http://www.sigmus.jp/?page_id=1683 

[37] 山岸順一，“EUおよび英国の研究費の仕組み：国際的な研究活動にむけて”，第4回若手研
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[38] 徳田恵一，大浦圭一郎，李晃伸，山本大介，打矢隆弘，内匠逸，“ユーザ参加型双方向音声
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[39] 徳田恵一, “コンテンツ生成の循環系を軸とした音声技術基盤の構築を目指して”, 音声言語

シンポジウム, 東京, 2011年 12月 20日. （招待講演） 
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【国際】 

[1] Takahiro Uchiya, “Attractive Voice Interaction Agent on Smartphone and Campus 
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and the Acoustical Society of Japan, November 2016. 
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[4] Hieu Thi Luong, Shinij Takaki SangJin Kim Junichi Yamagishi, “A DNN-based 
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阜, 2017年 3月 7日. 
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声言語情報処理研究会 (SIG-SLP), 2017年 2月 17日. 
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における話者・ジェンダー・年齢コード利用の検討,” 音声研究会, 2016年 10月 27日. 
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音声研究会, 2016年 10月 27日. 
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（６） 成果展開事例 

 

① 実用化に向けての展開 

・ 本プロジェクトで得られた技術の実用化例 

半田市の観光案内デジタルサイネージ 

http://www.city.handa.lg.jp/contents/66667009.html 

フロンティアファクトリー株式会社のソフトウェア「Band-in-a-Box」 

http://www.pgmusic.com/ 

HOYAサービス株式会社のサービス「VoiceText Web API」 

https://cloud.voicetext.jp/ 

トヨタ自動車株式会社のサービス「ナニここ」 

http://gazoo.com/drive/enjoy/Pages/nanikoko_guide.aspx 

ソニー・ミュージックエンタテイメントのスマートフォンアプリ「おとあてきっず」 

http://otoate.hubbub-party.com/kids.html 

株式会社セルシスの「クリップスタジオアクション」 

http://www.clip-studio.com/clip_site/download/clipstudioaction/clipstudioaction_top 

FM愛知の「ktkr!アニチューン」 

http://fma.co.jp/f/prg/anitune/ 

CeVIOプロジェクトの音声案内デジタルサイネージ「CeVIO Vision」 

http://cevio.jp/about_cevio/ 

CeVIOプロジェクトの音声創作ソフト「CeVIO Creative Studio」 

http://cevio.jp/product/ccs/index.html 

株式会社エクシングのカラオケ機器「JOYSOUND」 

http://joysound.com/ex/index.htm 

・ 本プロジェクトで得られた技術の実用化に向けたデモンストレーション 

ホンダ株式会社の車載システム「メイリン」 

http://www.honda-c86.jp/ 

デンソー株式会社の車載エージェント「ハナちゃん」 

http://www.denso.co.jp/ja/news/event/tokyomotorshow/2013/booth/ar/index.html 

・ 欧州連合 ROCKIT事業に採択され、実施中。 

・ 本プロジェクトで得られた音声関連技術に関する共同研究 

ヤマハ株式会社 

日産自動車株式会社 

富士ゼロックス株式会社 

nana music株式会社 

・ 開発したプログラムやデータベースの公開 

HMM音声合成ツールキット HTS 

http://hts.sp.nitech.ac.jp/ 

汎用第語彙連続音声認識エンジン Julius 

http://julius.sourceforge.jp/ 

音声信号処理ツールキット SPTK 

http://sp-tk.sourceforge.net/ 

音声合成エンジン hts_engine API 

http://hts-engine.sourceforge.net/ 

日本語テキスト音声合成システム Open JTalk 

http://open-jtalk.sourceforge.net/ 

音声インタラクションシステム構築ツールキット MMDAgent 

http://mmdagent.sourceforge.net/ 

Text-to-Speech System Festival 

http://www.cstr.ed.ac.uk/projects/festival/ 

http://www.city.handa.lg.jp/contents/66667009.html
http://www.pgmusic.com/
https://cloud.voicetext.jp/
http://gazoo.com/drive/enjoy/Pages/nanikoko_guide.aspx
http://otoate.hubbub-party.com/kids.html
http://www.clip-studio.com/clip_site/download/clipstudioaction/clipstudioaction_top
http://fma.co.jp/f/prg/anitune/
http://cevio.jp/about_cevio/
http://cevio.jp/product/ccs/index.html
http://joysound.com/ex/index.htm
http://www.honda-c86.jp/
http://www.denso.co.jp/ja/news/event/tokyomotorshow/2013/booth/ar/index.html
http://hts.sp.nitech.ac.jp/
http://julius.sourceforge.jp/
http://sp-tk.sourceforge.net/
http://hts-engine.sourceforge.net/
http://open-jtalk.sourceforge.net/
http://mmdagent.sourceforge.net/
http://www.cstr.ed.ac.uk/projects/festival/
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Speech Recognition System Kaldi 

http://kaldi.sourceforge.net/ 

CSTR VCTK Courpus 

http://www.udialogue.org/ja/download-ja.html  

 

② 社会還元的な展開活動 

・ 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 研 究 成 果 を 英 語 お よ び 日 本 語 で イ ン タ ー ネ ッ ト （ URL; 

http://www.udialogue.org/）で公開し，広く国内外に情報提供している。 

・ 名古屋工業大学正門前に双方向音声案内サイネージシステムを設置し，イベント等の案内を

行っている。 

・ 本プロジェクトで開発した音声対話システムの使い方に関する大学生向けの講習会を 3 回行

い，それぞれ 50人，100人，40人の大学生が参加した。 

・ 人工知能学会主催・第 6 回～第 8 回 AI ツール入門講座において本プロジェクトで開発した

音声対話システムの使い方に関する講座を行い，計 70名以上が参加した。 

・ 半田市蔵のまち観光案内所に双方向音声案内サイネージシステムを設置し，半田市の観光

案内を行っている。 

・ 半田市蔵のまち観光案内所に設置した双方向音声案内サイネージシステムに関するシンポジ

ウム「半田市地域活性化シンポジウム『双方向音声案内サイネージシステムを利用したまちづ

くり』～名工大メイちゃん街に出る～」において講演及びパネルディスカッションを行った。 

・ 音声インタラクション技術と実応用システムに関するシンポジウム「平成 25 年度電気関係学会

東海支部連合大会『先進的音声インタラクション技術と実応用システム』」において講演を行っ

た。 

・ サイエンスアゴラ 2012 に本プロジェクトで開発した「音声対話システム『みんなでメイちゃんを

かしこくしよう！！』」を出展した。 

・ 名工大・名市大合同テクノフェア 2012 に本プロジェクトで開発した音声対話システムを出展し

た。 

・ CREST／さきがけ合同シンポジウムにおいて，ポスターによる本プロジェクトの紹介を行った。 

・ 日本バーチャルリアリティ学会「力触覚の提示と計算」第 7 回研究会ラボツアーにおいて本プ

ロジェクトの紹介を行った。 

・ 第 74 回情報処理学会全国大会において本プロジェクトで開発した音声対話システムの公開

実験を行い，121人が実験に参加した。 

・ 名古屋工業大学のオープンキャンパスにおいて，音声対話システムと地図を連携した学内案

内システムを用いた大学案内を行った。 

・ シンガポールとの学生交流において，開発した音声対話システムを利用した。 

・ 高校生向け公開講座で「メイちゃん：声で会話できるコンピュータを作ってみよう」と題する
MMDAgentを用いた音声対話システムをつくる実習を行った。49名が参加した。 

・ 2016 年 NII オープンハウスにてビットくんの音声対話システムを展示した。また，大学共同利

用機関シンポジウム 2016においても展示した。 
 

（７） その他の重要な成果 

 

特になし 

http://kaldi.sourceforge.net/
http://www.udialogue.org/ja/download-ja.html
http://www.udialogue.org/
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§５. 研究期間中の活動 

 
５．１ 主なワークショップ、シンポジウム、アウトリーチ等の活動 

 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

2017年 3月

23日 

人工知能学会主催・第

11回 AIツール入門講

座「音声インタラクション

システム構築ツールキッ

トMMDAgent」 

電気通信大

学 

11人 3Dエージェントとの音声対

話を実現するツールキット

MMDAgentのツール入門

講座 

2016年 10

月 1日 

MMDAgent DAY! 名古屋工業

大学 

 MMDAgentのユーザーミ

ーティング 

2016年 9月

3日 

「音声対話システム作成

のためのクラウドソーシ

ング環境」 

名古屋工業

大学 

---  

2016年 8月

10日 

講演会 名古屋工業

大学 

40人 研究者を招いた講演会 

2016年 8月

5日 

「メイちゃん：声で会話で

きるコンピュータを作っ

てみよう」 

名古屋工業

大学 

49人 高校生向けに，

MMDAgentを用いた音声

対話システムを作る演習 

2016年 6月

2日 

講演会 名古屋工業

大学 

62人 研究者を招いた講演会 

2015年 7月

6日 

講演会 名古屋工業

大学 

約 40人 研究者を招いた講演会 

2015年 6月

22日 

人工知能学会主催・第

8回AIツール入門講座

「音声インタラクションシ

ステム構築ツールキット

MMDAgent」 

国立情報学

研究所 

25人 3Dエージェントとの音声対

話を実現するツールキット

MMDAgentのツール入門

講座 

2015年 3月

28日 

ものアプリハッカソンス

ーパー 

大阪イノベ

ーションハ

ブ 

本プロジェ

クト内から

3人参加 

JST CRESTの技術シーズ

をつかったハッカソン 

2015年 2月

27日 

人工知能学会主催・第

7回AIツール入門講座

「音声インタラクションシ

ステム構築ツールキット

MMDAgent」 

大阪大学 17人 3Dエージェントとの音声対

話を実現するツールキット

MMDAgentのツール入門

講座 

2014年７月

10日 

人工知能学会主催・第

6回AIツール入門講座

「音声インタラクションシ

ステム構築ツールキット

MMDAgent」 

東京工業大

学 

20人 3Dエージェントとの音声対

話を実現するツールキット

MMDAgentのツール入門

講座 

2014年 4月

12日 

半田市地域活性化シンポ

ジウム「双方向音声案内

サイネージシステムを利

用したまちづくり」～名工

大メイちゃん街に出る～ 

アイプラザ

半田 

約 40人 半田市蔵のまち観光案内所

に設置した双方向音声案内

サイネージシステムに関する

シンポジウム 
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2014年 3月

24日 

講演会 名古屋工業

大学 

30人 海外の研究者 2名を招いた

講演会 

2013年 9月

24日 

平成 25年度電気関係

学会東海支部連合大会

「先進的音声インタラク

ション技術と実応用シス

テム」 

静岡大学 90人 音声インタラクション技術と

実応用システムに関するシ

ンポジウム 

2012年 12

月 12日 

名工大・名市大合同テ

クノフェア 2012 

名古屋工業

大学 

本プロジェ

クト内から

4人参加

（来場者多

数） 

双方向音声案内デジタルサ

イネージシステムの展示 

2012年 11

月 9～11日 

サイエンスアゴラ 2012 日本科学未

来館 

本プロジェ

クト内から

16人参加

（来場者多

数） 

音声対話システム「みんなで

メイちゃんをかしこくしよ

う！！」の展示 

2012年 11

月 8日 

CREST／さきがけ合同

シンポジウム 

一橋大学 本プロジェ

クト内から

12人参加

（来場者多

数） 

ポスターによる本プロジェクト

の紹介 

2012年 11

月 7日 

名工大・名市大合同テ

クノフェア 2012 

JR名古屋

駅 

（来場者多

数） 

双方向音声案内デジタルサ

イネージシステムの展示 

2012年 4月

1～2日 

CREST symposium 

on 

Human-Harmonaized 

Information 

Technology 

-Behaviour, 

Interaction, Music, 

and UGC- 

京都大学 約 200人 CREST4プロジェクト（徳

田，後藤，武田，河原）によ

る共催シンポジウム 

2012年 3月

6～8日 

モバイルメイちゃん公開

実験（第 74回情報処理

学会全国大会） 

名古屋工業

大学 

121人 会場音声案内「モバイルメイ

ちゃん」公開実験 

2011年11月

25日 

日本バーチャルリアリテ

ィ学会「力触覚の提示と

計算」第 7回研究会ラボ

ツアー 

名古屋工業

大学 

30人 ラボツアーでの本プロジェク

トに関する紹介 

 

この他にも月 1回程度ビデオ会議システムによる全グループでのチーム内ミーティングと月 3回程

度の徳田グループと山本グループによるチーム内ミーティングを行い，定期的に進捗報告を行っ

た。 
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§６. 最後に 
 

【研究の目標等から見た達成度、得られた成果の意義等の自己評価】 

本プロジェクト開始以前，研究代表者は，新しいモデルを提案して有効性を評価するといった

「インベンション型」の研究スタイルで研究を進めてきたが，開発した技術を一般の人々に広く喜ん

で使ってもらうのには何かが足りないのではという思いが募り，「ユーザー生成型音声対話コンテン

ツ」という着想を基本に本プロジェクトを提案した。当初は，少々突拍子もない考えだったのではな

いのか，雲をつかむような話ではないのか，と不安を感じていたが，公開したソフトウェアツール群

により，実に多くの多様なコンテンツが生成されることが観測され，間違った考えではなかったと安

堵するとともに，期待以上の成果が得られたと達成感を感じている。Apple 社の Siri などでは，音

声対話コンテンツ作成チームが編成されているとのことで，更には Pepper 等では，ユーザー自身

がコンテンツをつくるという概念が導入されており，本プロジェクトはこのような流れの先駆けとなっ

たと自負している。また，等身大のアニメ調キャラクターとデジタルサイネージあるいは巨大スクリー

ンなどで音声により対話するというシステムあるいは企画は，本プロジェクトが切っ掛けとなり，ひと

つのブームの如くなっている。 

その一方で，生成されたコンテンツの分析に関しては，想定と若干異なる展開となった。当初は，

アドバイザーからの「こういったユーザー生成型のものは，違法コンテンツ・不適切コンテンツを含

め，むしろ初めカオスになることによって大きく動き出す。但し，それに直接，関わるとまずいので，

良い距離感を保ちながら進めるのがよいと思う。」という趣旨のアドバイスもあり，こちらでコンテンツ

をアップロードするためのサーバー等を用意することはしなかった。twitter, blog等を利用すること

により，ユーザーコミュニティーと緩やかな連携を保ちつつ進めることができたが，様々な形でイン

ターネット上に散逸したコンテンツの全体像を把握したり，分析したりすることが困難になってきた。

このため，中間評価でのアドバイスもあり，若干の方向修正を行った。つまり，大量の音声対話コン

テンツに基づいた統計的な分析によるアプローチから，ユーザーのコンテンツ利用履歴に基づく

手法へ軸足を移した（4.3.1 に記載）。また，限定された状況での社会実験を行うとともに（4.3.3），

コンテンツ共有サーバー「MMDAgent SHARE」を立ち上げた。音声対話コンテンツをシステムか

ら分離して共有可能であることの実証となっている。 

 

【今後の研究の展開】 

MMDAgentは，最新の音声合成，音声認識，3D-CG表示，対話制御を統合したオープンソー

スで商用も含めて自由に利用可能なソフトウェアツールキットである。各種モデルファイル等のフォ

ーマットもオープン仕様となっている。このようなソフトウェアは，他に見当たらず，今後，関連研究

の研究基盤ソフトウェアとして大変重要な役割を担っていくと考えられる。既にデファクトソフトウェ

アツールとして研究目的だけでなく，産業応用としても広く利用されているため，本プロジェクト後も，

これまで同様，ソフトウェアを保守するだけでなく，最新の関連技術を導入し続け，ソフトウェアをフ

レッシュな状態にキープしていきたいと考えている。 

 

【研究代表者としてのプロジェクト運営】 

本プロジェクト運営の特徴は，グループ毎に独立した課題を担当するのではなく，全グループが

緊密に連携しながら各課題（あるいはテーマ）に取り組んだことである。このため，大学内での週次

ミーティング，ビデオ会議システムを使った月例全体ミーティング，国際会議参加等の機会を活か

した小ミーティング，メーリングリストによる情報共有，skype による個別確認，等を頻繁に行った。

コミュニケーションコストが高くなるデメリットがあったが，その分，プロジェクトの目標や考え方を良く

共有することができ，心をひとつとした運営ができたと考えている。また，何もなければ，出会わなか

ったであろう突出して優秀な若手研究者を複数擁し，彼らをコラボレーションさせることにより，これ

までにないソフトウェアツールおよび研究成果を創出することができたと考えている。 

 



 

- ６２ - 

 
図 32 大学正門でキャンパス案内をする「正門メイちゃん」 

 

 
図 33 国際会議 INTERSPEECH 2016での参加メンバー集合写真 
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図 34 サイエンスアゴラ出展時の参加メンバー集合写真 

 


